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連
合
は
2
月
3
日
、
2
0
2
2
春

季
生
活
闘
争
の
開
始
を
広
く
社
会
に

宣
言
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
闘
争

開
始
宣
言
2
・
3
中
央
総
決
起
集

会
」
を
開
催
し
た
。
本
集
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
が
、
全
国
の

仲
間
3
、9
0
1
名
が
参
加
し
、「
未

来
を
つ
く
る
。み
ん
な
で
つ
く
る
。」

を
合
言
葉
に
2
0
2
2
闘
争
に
取
り

組
む
決
意
を
固
め
た
。

芳
野
中
央
闘
争
委
員
長
（
連
合
会

長
）
は
あ
い
さ
つ
で
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
未
だ
世
界
中
で
大
き

な
混
乱
を
も
た
ら
す
な
ど
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
人
々
の
命
と

く
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
懸
命
に
働

く
す
べ
て
の
職
場
の
仲
間
の
努
力
と

思
い
に
報
い
る
た
め
に
も
、
私
た
ち

は
2
0
2
2
春
季
生
活
闘
争
を
闘
い

抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴

え
、
そ
の
上
で
、「
経
済
や
企
業
業

績
が
良
く
な
っ
た
後
で
賃
上
げ
を
す

る
の
で
は
な
く
、
賃
上
げ
に
よ
り
労

働
者
の
所
得
向
上
、
消
費
拡
大
、
経

済
成
長
に
つ
な
げ
て
未
来
を
つ
く
る

正
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
作
ろ
う
。
そ
し

て
、
す
べ
て
の
組
合
が
要
求
し
て
賃

上
げ
に
取
り
組
も
う
」
と
呼
び
か

け
、
参
加
者
全
員
で
今
次
闘
争
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
未
来
を
つ
く
る
。
み
ん

な
で
つ
く
る
。」
に
込
め
た
思
い
を

共
有
し
た
。

続
い
て
、
決
意
表
明
と
し
て
松
浦

中
央
闘
争
委
員
長
代
行
（
連
合
副
会

長
）
が
「
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま
で
の

概
念
や
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
る
激
動
の
際
中
の
今
こ
そ
『
人

へ
の
投
資
』
を
積
極
的
に
求
め
、
明

る
い
未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
が
必
要

だ
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
働
く

現
場
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

コ
ロ
ナ
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
飲

食
業
界
な
ど
の
組
合
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

で
懸
命
に
働
く
労
働
者
の
実
態
、
今

季
春
闘
に
か
け
る
思
い
や
期
待
な
ど

が
寄
せ
ら
れ
た
。
続
い
て
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
辻
愛
沙
子
氏
か
ら
2
0
2

2
闘
争
に
臨
む
連
合
へ
熱
い
エ
ー
ル

が
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
袈
裟
丸
中

央
闘
争
委
員
が
闘
争
開
始
宣
言

（
案
）
を
提
起
し
、
満
場
の
拍
手
で

採
択
さ
れ
た
。

最
後
に
清
水
中
央
闘
争
事
務
局
長

（
連
合
事
務
局
長
）
の
発
声
に
よ
る

団
結
ば
ん
ば
ろ
う
三
唱
を
行
い
、
全

力
で
闘
争
に
取
り
組
む
決
意
を
共
有

し
、
集
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

「
未
来
を
つ
く
る
。み
ん
な
で
つ
く
る
。」を

合
言
葉
に
、2
0
2
2
春
季
生
活
闘
争
ス
タ
ー
ト

2
0
2
2
春
季
生
活
闘
争
・
闘
争
開
始
宣
言
2
・
3
中
央
総
決
起
集
会

2
0
2
2
春
闘

本
格
ス
タ
ー
ト

委
員
会
は
、
議
長
に
西
中
央
委

員
（
国
税
労
組
）
を
選
出
し
て
進

め
ら
れ
た
。

武
藤
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

①
2
0
2
2
年
春
季
生
活
闘
争
に

つ
い
て
は
連
合
の
方
針
に
則
り
、

公
務
労
協
・
公
務
員
連
絡
会
に
結

集
し
取
組
を
強
化
す
る
。
特
に
独

法
等
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
は
各

当
局
に
自
律
的
労
使
関
係
性
に
よ

る
当
事
者
意
識
を
自
覚
さ
せ
、
早

期
自
主
決
着
を
図
る
こ
と
が
必
要

だ
、
②
公
務
を
取
り
巻
く
動
向
と

し
て
、
2
0
2
3
年
度
か
ら
の
定

年
の
段
階
的
引
き
上
げ
に
関
す
る

人
事
院
規
則
等
措
置
の
円
滑
な
実

施
、
退
職
手
当
の
具
体
的
見
直
し

の
動
向
に
注
視
し
、
当
該
当
局
と

の
交
渉
・
協
議
を
強
化
す
る
、
③

公
務
員
労
働
者
の
労
働
基
本
権
確

立
に
向
け
、
本
年
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会

対
策
を
強
化
す
る
、
④
組
織
の
強

化
・
拡
大
に
向
け
、
感
染
状
況
に

応
じ
た
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
要

求
の
前
進
と
課
題
解
決
、
組
織
拡

大
に
向
け
全
力
を
あ
げ
る
、
⑤
政

労
連
で
取
り
組
む
日
仏
労
不
当
解

雇
撤
回
闘
争
に
つ
い
て
、
国
公
連

合
と
し
て
全
面
的
に
支
援
す
る
、

こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。

荘
司
書
記
長
か
ら
は
「
2
0
2

2
年
春
季
生
活
闘
争
方
針
案
」
を

提
案
し
、
関
連
し
て
特
別
中
央
執

行
委
員
の
森
永
公
務
労
協
事
務
局

長
と
井
上
連
合
総
合
政
策
推
進
局

長
が
取
組
報
告
を
行
っ
た
。（
3

面
参
照
）

方
針
案
に
対
し
て
2
人
の
中
央

委
員
か
ら
日
仏
労
の
不
当
解
雇
闘

争
、
独
法
の
予
算
関
係
等
の
課
題

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
執
行

部
見
解
が
示
さ
れ
た
後
、
2
0
2

2
年
春
闘
方
針
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。（
2
〜
3
面
質
疑
応

答
）

主催者挨拶をする芳野中央闘争委員長

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
国
民
生
活
に
不
可
欠
な

公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
に
果
敢
に
取
り
組
も
う

国
公
連
合
は
1
月
28
日
、
都
内
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
（
会
場
参
加
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
が
融
合
し
た
会
議
形

態
）
で
第
20
回
中
央
委
員
会
を
開
い
て
2
0
2
2
年
春
季
生
活
闘
争
方
針
を
決
定
し
、
闘
争
態
勢
を
確
立
し
た
。
本
委

員
会
を
皮
切
り
に
、
賃
上
げ
や
働
き
方
改
革
、
段
階
的
定
年
引
上
げ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
の
主
体
的
課
題
の
解
決

を
め
ざ
し
、
連
合
、
公
務
労
協
に
結
集
し
た
取
組
を
中
央
・
地
方
で
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

団結ガンバロー

清水中央闘争事務局長の発声による団結がんばろう

主催者挨拶をする武藤委員長

国公連合は今年度も「連合・愛のカンパ」に取り組み、
2，014，964円を集約しました。皆さんの善意は今年度も
NGO・NPOでの激甚災害等に対する
社会貢献活動などへの支援に充てられ
ます。各構成組織と組合員の皆様のご
協力に感謝いたします。

最
近
転
売
屋
（
転
売
ヤ
ー
）
と
呼

ば
れ
る
人
た
ち
が
巷
を
騒
が
し
て
い

る
▼
転
売
屋
と
は
、
儲
け
る
た
め
に

需
要
の
増
減
を
い
ち
早
く
察
知
し
、

商
品
等
を
買
い
占
め
、
正
常
な
商
品

の
流
通
を
妨
げ
て
い
る
迷
惑
な
存
在

で
あ
る
▼
以
前
か
ら
転
売
屋
は
存
在

し
て
い
た
が
、
特
に
最
近
は
ス
マ
ホ

の
ア
プ
リ
に
よ
り
誰
で
も
手
軽
に
転

売
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
増
加
し

た
要
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
▼

商
売
は
安
く
仕
入
れ
て
高
く
売
る
こ

と
が
基
本
で
あ
る
が
、
一
方
で
商
売

に
も
商
道
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
一
定

の
倫
理
が
求
め
ら
れ
る
。
稼
ぐ
た
め

な
ら
何
を
し
て
も
良
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
▼
小
遣
い
程
度
の
稼
ぎ
を

得
る
た
め
に
、
他
人
の
迷
惑
を
顧
み

ず
マ
ス
ク
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
を
買
い

占
め
る
姿
は
実
に
侘
し
く
感
じ
る
▼

貧
す
れ
ば
鈍
す
る
と
い
う
言
葉
が
あ

る
が
、
転
売
屋
が
増
え
た
原
因
の
一

つ
に
、
労
働
者
の
収
入
が
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
▼

物
価
は
上
が
る
も
、
収
入
は
伸
び
悩

み
、
む
し
ろ
生
活
費
は
増
え
続
け
、

生
き
る
た
め
に
な
り
ふ
り
構
っ
て
い

ら
れ
な
い
よ
う
な
社
会
情
勢
が
、
拝

金
主
義
や
利
己
主
義
と
い
っ
た
人
達

を
増
加
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

▼
今
こ
そ
連
合
が
掲
げ
る
「
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
我
々
は
一
団
結
し
て
運
動

を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
。
【
未
来
】

労
働
賛
歌

副
委
員
長
回
覧
板

連合・公務労協・公務員連絡会 各構成組織 各ブロック

2
月

3日 連合2022春季生活闘争・闘争開始宣言2．3中央総決起集会
16日 公務労協国公関係部会2022春季生活闘争2．16学習集会
18日 公務労協2022春季生活闘争・2022年公共サービスキャンペーン

開始中央集会
22日 公務員連絡会2022春季要求提出（委員長クラス）
24日 ＜第1次全国統一行動＞

3
月

7日 公務員連絡会幹事クラス交渉（対人事院職員団体審議官）
連合2022春季生活闘争・政策制度要求実現3．7中央集会

8日 連合2022春季生活闘争・3．8国際女性デー全国統一行動・中央
集会

10日 公務員連絡会幹事クラス交渉（対内閣人事局内閣審議官）
14～18日 連合先行組合回答ゾーン（ヤマ場15日～17日）
14日 公務員連絡会書記長クラス交渉（対内閣人事局人事政策統括官）
15日 公務労協国公関係部会2022春季生活闘争3．15決起集会

公務員連絡会中央行動
・決起集会
・書記長クラス交渉（対人事院給与局長、職員福祉局長）
＜第2次全国統一行動＞

22日の週 公務員連絡会回答指定日（委員長クラス）
＜第3次全国統一行動＞（回答指定日の翌日）

21～31日 連合3月月内決着集中回答ゾーン

22002222春春季季生生活活闘闘争争ススケケジジュューールル

連合 愛のカンパへのご協力 ありがとうございました

第20回中央委員会

（
非
現
）要
求

提
出
交
渉

（
独
法
等
）新
賃
金
に

関
す
る
要
求
書
提
出

人
事
院
地
方

事
務
局
申
入
れ

２０２２年２月１０日 第59号（４）国 公 連 合（１）２０２２年２月１０日 第59号国 公 連 合




